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令和２年９月橋本市議会定例会会議録（第３号）その５ 

令和２年９月８日（火） 

                                           

（午後１時40分 再開） 

○議長（土井裕美子君）それでは、休憩前に

引き続き会議を開きます。 

 日程に従い、一般質問を行います。 

 順番11、２番 垣内さん。 

〔２番（垣内憲一君）登壇〕 

○２番（垣内憲一君）議長のお許しをいただ

きましたので、一般質問をさせていただきま

す。今回、２項目ございます。 

 まず一点目、コロナウイルス感染症による

市内アウトドアブームについて。 

 金剛生駒紀泉国定公園の北の端、矢倉脇地

区の奥にあった越ケ滝キャンプ場は、大阪か

ら近いこともあって、かつては多くの観光客

でにぎわいを見せていました。岩湧山や三石

山のハイキングコースとなり、春秋の多い日

には１日7,000人以上訪れたというホームペ

ージの掲載もされています。 

 夏は温度が10度も低く、根古川の清流の注

ぐ川辺で水遊び、バーベキューを楽しめる個

人経営のキャンプ場でしたが、現在は閉鎖さ

れている状況です。 

 新型コロナウイルス感染症の影響で、府県

をまたぐ外出は控えるよう啓発されましたの

で、近くで涼めるスポットとして８月に訪れ

たところ、以前と異なる現地を目にして、非

常にもったいない気がしました。 

 そこで、お伺いします。 

 １、橋本市や九度山町、玉川沿い、丹生川

沿いがかなりにぎわっていたと聞いています

が、どのような状況ですか。 

 ２、神野々緑地キャンプ場はどのような状

況ですか。 

 ３、アウトドアブームがある現状を受けて、

市として具体的に取り組むべきこと、課題等

がありますか。 

 ４、越ケ滝キャンプ場跡地を今後、観光ス

ポットとして検討できますか。 

 ２項目め、コロナ禍における子育ての見守

りと慰労支援について。 

 新型コロナウイルスの感染防止として、在

宅勤務やリモートワークによる働き方改革が

全国で広まっています。しかしながら、平日

や日中の過ごし方、ふだんの生活リズムが異

なることでストレスがたまり、夫婦げんかや

家庭内トラブルが逆に発生していることをお

聞きします。 

 ４月から５月には、本市においても小・中

学校が臨時休校し、保育園やこども園には登

園自粛が要請され、やむを得なく仕事を休ん

だ方も数多くいたと思います。その反面、医

師や看護師の皆さまは第一線で奮闘され、保

育士においては、感染防止対策の限界がある

中で、子どもを預かっていました。 

 そこで、お伺いします。 

 １、見守りが必要な子育て世帯の現状につ

いて。 

 ２、医療従事者や保育士等への慰労支援に

ついて。 

 以上、壇上からの質問を終わらせていただ

きます。よろしくお願いします。 

○議長（土井裕美子君）２番 垣内さんの質

問項目１、コロナウイルス感染症による市内

アウトドアブームに対する答弁を求めます。 

 経済推進部長。 

〔経済推進部長（北岡慶久君）登壇〕 

○経済推進部長（北岡慶久君）コロナウイル

ス感染症による市内アウトドアブームについ

てお答えいたします。 

 新型コロナウイルス感染が都市部を中心に
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拡大している状況のもと、３密を避けながら

開放感を楽しむ余暇の一つとして、山や川、

海といったアウトドアが注目されています。 

 まず、１点目の橋本市や九度山町、玉川沿

い、丹生川沿いの状況は、新型コロナウイル

スに対する緊急事態宣言が解除された直後よ

り、県内外から多くの方でにぎわっています。

特にお盆の期間には大阪方面ナンバーが多く、

川遊びやバーベキューを楽しむ家族連れ等が

例年以上に訪れ、玉川峡沿いの橋本市や九度

山町の各スポットはにぎわいを見せており、

今なお続いている状況です。 

 次に、二点目の神野々緑地キャンプ場の状

況についてお答えします。 

 神野々緑地キャンプ場は22区画あり、過去

３年間の利用状況は年々増加傾向となってい

ます。平成29年度では、年間283区画の利用が

あり、利用者数は2,051人、市内外の割合が、

市内49％、市外51％でした。また、令和元年

度では、年間521区画の利用があり、利用者数

は2,983人、市内外の割合が、市内40％、市外

60％となっています。平成29年度と令和元年

度の利用件数を比較すると、約1.8倍になって

います。 

 しかしながら、今年度については、新型コ

ロナウイルス感染拡大の影響で１か月半の休

業もあり、前年の７月までを比較すると、約

５割程度減少しています。８月については天

候に恵まれたこともあり、前年同月比で約1.8

倍の利用件数で推移しています。 

 次に、三点目のアウトドアブームがある現

状を受けて、市として具体的に取り組むべき

ことや課題等についてお答えします。 

 本市は、自然、歴史、高野山麓で育まれた

特色ある農商工文化を満喫できるまちです。

山や川でのキャンプ、ハイキング、ピクニッ

ク、バーベキュー、山登り、サイクリングな

ど、アウトドアが引き続き注目される中で、

世界遺産高野参詣道の一つ黒河道、今年６月

に文化庁より認定された日本遺産「葛城修験

～里人とともに守り伝える修験道はじまりの

地～」のストーリーを楽しむトレッキングや、

紀の川サイクリングロード等、身近な観光ス

ポットとして様々なアウトドア情報を集約し、

関係機関と調整しながら情報発信していきま

す。 

 なお、課題については、アウトドアは管理

された場所が少ないため、検温等のチェック

が難しく、新型コロナウイルス感染症が拡大

しないように取り組むことは難しいこととな

ります。感染症予防については自己管理を徹

底していただくことも含め、情報発信してい

きます。 

 また、特に玉川峡では、狭い道路に駐車す

る車も多く、通行が困難になったり、多くの

ごみが残されていたりといったマナーの悪さ

も目立っています。県や関係自治体と共同で

啓発に取り組んでいきます。 

 最後に、四点目の越ケ滝キャンプ場跡地を

今後観光スポットとして検討できるかについ

てお答えします。 

 越ケ滝キャンプ場は、個人経営のキャンプ

場として子ども会行事等を中心に長年にわた

り親しまれましたが、諸般の事情により2014

年から営業は行っていません。身近な観光ス

ポットが営業を止められたことは残念であり

ますが、個人経営のため事業主のご意向が最

も重要であるとともに、既にやめられてから

相当の年月が経過していることから、越ケ滝

キャンプ場跡地を観光スポットとすることは

困難であると考えます。 

○議長（土井裕美子君）２番 垣内さん、再

質問ありますか。 

 ２番 垣内さん。 

○２番（垣内憲一君）答弁ありがとうござい

ます。新型コロナウイルス感染症が発生し、
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緊急事態宣言が出されている状況では、行楽

や旅行など他府県への移動は自粛すること、

また、外出する場合も、感染リスクの高い場

所を避けて安全な場所に外出することが、和

歌山県知事からも県民の皆さまへのお願いと

して発信されました。 

 そこで、ピンチをチャンスにと考えた場合、

和歌山県民、橋本市民が市外に目を向けるの

ではなく、答弁でもあったように、橋本市は

自然、歴史、高野山麓で育まれた特色ある農

商工文化を、もっともっと市民の方々に満喫

してもらいたいと思っています。それを踏ま

えて再質問させていただきたいんですけども、

そもそも橋本市でアウトドアを楽しめる場所

を、もう少し具体的に教えていただけません

でしょうか。 

○議長（土井裕美子君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）ご質問にお答

えさせていただきます。橋本市は、豊かな自

然を生かした観光資源が多くあります。壇上

でお答えしたもののほかに、ヘラブナ釣りの

聖地である隠れ谷池では、自然に囲まれた中

でゆっくりと１日を過ごしていただくことが

できます。 

 また、アウトドアスポーツという観点では、

橋本カントリークラブや橋本市運動公園等も

挙げることができます。 

 また、ハイキングでは、高山森林公園を経

由して三石山から杉村公園へのコースや、嵯

峨谷里巡りコースや国城山をめざすコースな

どが挙げられます。恋野地区や嵯峨谷地区で

は、きれいな星空を楽しめる場所もあります。 

 今後の取組として、著名サイクリスト監修

によるサイクリングコースの設定も検討する

ことにしています。 

○議長（土井裕美子君）２番 垣内さん。 

○２番（垣内憲一君）ありがとうございます。

橋本市は自然がいっぱいで、今答弁にあった

以外にも市内には滝や棚田もあり、もっと上

手に情報発信していけば、自然を満喫するこ

とを望む市民、県民の方々はもちろんのこと、

他府県自治体からもたくさんの方が来る市を

見込めるんではないかと思います。 

 次に、様々なアウトドア情報を集約し、関

係機関と調整しながら情報発信していくとの

答弁がありましたが、情報発信する対象を誰

と考えているのか。また、情報発信する具体

的なツール、方法を教えてください。 

○議長（土井裕美子君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）お客さまのタ

ーゲットとしては、橋本市民、和歌山県民は

もとより、車で１時間程度の距離の他府県、

近隣市町村の方がターゲットとなります。キ

ャンプやバーベキューを楽しむ層はファミリ

ー層でありますが、ハイキングやサイクリン

グの場合は、中高年齢層も含めたターゲット

となってきます。それらの方に届くツールと

して、ホームページやＳＮＳのウェブを基本

に、紙媒体をミックスしていく形を考えてい

く必要があります。既存の様々な案内等もあ

りますので、それらも含めて活用したいとい

うふうに思います。 

 なお、イベント等で多人数集約することも

非常に重要ですが、アウトドアという点では

インスタグラム等で情報発信を市民の方や、

それから橋本市を訪れていただいた方が独自

に、「こんないいところがあるよ」というよう

な情報発信をしていただくことも非常に大切

なことだというふうに思います。今、インス

タグラムでは、ハッシュタグプレゼント企画

なども併せて実施しているところです。 

○議長（土井裕美子君）２番 垣内さん。 

○２番（垣内憲一君）ありがとうございます。

インスタグラムとかフェイスブックでは、僕

もいいねさせていただいたり、シェアさせて

もうたりさしてもうてるんですけども、先ほ
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ど壇上で答弁をいただきましたが、神野々地

区キャンプ場の需要がものすごく多くなって

いるとの情報はとてもうれしいことなんです

けども、その上で一点ちょっとお聞きしたい

んですが、キャンプ場そばには紀の川があり

ます。紀の川では、泳いだり釣りをしたり、

楽しむことは可能でしょうか。 

○議長（土井裕美子君）建設部長。 

○建設部長（奈良雅木君）ただ今のおただし

ですが、アクセス、地形を考えても、遊泳は

困難だと思います。ただし、釣りにつきまし

ては、紀の川の一部がアユの友釣りの専用区

になっております。有料ではございますが、

お問合せいただければ、ご案内差し上げます。 

 以上です。 

○議長（土井裕美子君）２番 垣内さん。 

○２番（垣内憲一君）遊泳禁止なのは仕方な

いと思います。可能であれば、少しでも泳ぐ

ことができたらうれしいなとか思ったりもす

るんですけども。 

 さて、キャンプ場利用者がキャンプ装備や

バーベキュー等の材料をどのように調達した

かを、ある程度想像できるところであるんで

すけども、アウトドアブームに加え、優雅に

おしゃれに楽しむ、今グランビングという、

注目されつつあるんですけども、キャンプ道

具は一切不要で、設営や料理、片づけ、撤収

などの手間や労力の要らないアウトドアスタ

イルです。情報発信するのはもちろん重要な

んですけども、なくてはならないと思います。 

 今やはり注目されているものでなくてはな

らないと思うんですけども、例えば、神野々

キャンプ場にグランピングを可能にする大き

なテントを設置する、キャンプを楽しむ方に

農園で収穫体験、また隠れ谷でヘラブナ釣り

の体験をセットにするとか、また市内でバー

ベキューの材料を買っていただいた人とか、

飲み物を購入していただいた方に、キャンプ

場の利用料を割引するとか、いろんなことが

考えられると思います。ぜひ、関係課で調整

をしていただいて、企画していただきたいん

ですけども、これは私の強い思いで要望させ

ていただきますけども、答弁は結構です。 

 さて、広報９月号には、答弁にもあった葛

城修験について特集がありましたが、橋本市

がもっと気軽にハイキングやトレッキングを

楽しめるような情報提供が必要だと思うんで

す。ふるさとを再発見できる、橋本市にはこ

んないいところがあったんだという市民の声

をもっともっと情報発信していただきたいと

思うんですけども、それに続いて質問させて

いただきます。 

 越ケ滝キャンプ場の跡地の件なんですけど

も、現状について答弁していただきました。

営業を行っていないことは承知しておるんで

すけども、今キャンプ場跡地がもともとあっ

たバンガロー等、どのような状況か教えてい

ただけますでしょうか。 

○議長（土井裕美子君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）ご質問にお答

えさせていただきます。先日、越ケ滝キャン

プ場跡地の管理者の方にお会いしてきました。

その方の情報提供、今回議会でご質問がある

ということも含めて答弁の了解を頂きました。

キャンプ場の跡地については今、勝手に利用

されたりすることがないように、バンガロー

等をほぼ撤去して、場内の樹木も伐採してい

るとのことです。勝手に利用されるとなると、

特に火災等が心配で、そういった発生をする

と山全体が燃えてしまうというような、非常

に危険な状態が起こり得るので、注意して見

守っているとのことでした。 

 ただ、今もホームページや、いろんなＳＮ

Ｓ等で、越ケ滝キャンプ場のことが掲載され

ていますので、その管理者の方には再々電話

等がかかってきて、今もそういった問合せに
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お答えさせていただいてますという、そうい

ったことでした。 

○議長（土井裕美子君）２番 垣内さん。 

○２番（垣内憲一君）越ケ滝キャンプ場跡地

周辺の林道は、今ハイキングやトレッキング

ができるような状況ですかね。 

○議長（土井裕美子君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）ご質問にお答

えします。本来は、ダイヤモンドトレール本

線の３合目という分岐点を下りて、越ケ滝か

ら紀見峠駅へ行くルートを取ることができま

すが、キャンプ場手前で現在、災害復旧工事

を行っており、現場付近では通行止めとなっ

ています。 

 また、途中の道も歩くことは大丈夫ですが、

ところどころコンクリート舗装に鉄板を敷い

ている箇所もあります。 

○議長（土井裕美子君）２番 垣内さん。 

○２番（垣内憲一君）ありがとうございます。

もし、地主さんや地元の関係者の方が中心と

なって、越ケ滝キャンプ場跡地を新たなキャ

ンプ場として再開をしたいという相談があっ

た場合、行政として何らかの支援を頂けます

でしょうか。 

○議長（土井裕美子君）市長。 

〔市長（平木哲朗君）登壇〕 

○市長（平木哲朗君）垣内議員の質問にお答

えします。 

 矢倉脇のことなんで、実際に私の父が漁業

組合をつくって、紀伊見荘をつくって、一時

は本当に地域の大きな財産でした。ところが

晩年は、負の非常に赤字を生む資産になって

しまって、紀伊見荘を閉めるときにも１軒５

万円ずつ徴収をさせていただいて、何とかそ

こは収めてきたというところもあります。 

 現状、地元でそういうことをやることは、

ちょっと無理だと思います。というのは、高

齢化してきて、そういう新しい事業に取り組

むということを考えている人は１人しかいて

ないのかなとは思います。そういうことも含

めて、地元であそこを活用するというふうな

ことは、マンパワー的にありませんし、現在、

先ほど部長が答弁しましたように、非常に大

きな災害があって今、国の力を借りながら復

旧工事をしているんですけども、まだまだ時

間がかかるということなんで、最近の雨を見

てて、さらに上から来て、川がせき止められ

るような土砂ダムになった場合の危険リスク

もありますし、そういうことを含めて、せっ

かくいろいろご助言を頂いていますが、地元

としては、非常にそういうリスクを冒すとい

うことは避けていきたいというふうに思って

いますし、区でそんな話が出てきても、私は

止めようと思っていますので、ご了解をお願

いしたいと思います。 

○議長（土井裕美子君）２番 垣内さん。 

○２番（垣内憲一君）市長、どうもありがと

うございます。 

 今回、私の質問は、コロナウイルス感染症

が蔓延している中で、アウトドアブームに注

目されている現状、その現状を見てじっくり

橋本市を再発見していただきたい。また、県

内外自治体の方にも、もっともっと橋本市を

知っていただきたい。訪れていただきたいよ

うな気持で質問させていただきました。また、

もし何かの間違いでも越ケ滝キャンプ場の件

で、かなりハードルは高いと思うんですけど

も、いつか再開と声が上がったときは、やっ

ぱり市長、またよかったら相談に乗ってあげ

てください。 

 これで私の一つ目の質問を終わらせていた

だきます。 

○議長（土井裕美子君）次に、質問項目２、

コロナ禍における子育ての見守りと慰労支援

に対する答弁を求めます。 

 健康福祉部長。 
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〔健康福祉部長（吉田健司君）登壇〕 

○健康福祉部長（吉田健司君）コロナ禍にお

ける子育ての見守りと慰労支援についてお答

えします。 

 まず、一点目の見守りが必要な子育て世帯

の現状についてですが、毎年、国に報告して

いる児童福祉法に基づく福祉行政報告例の児

童虐待相談件数は、令和２年４月１日から７

月31日まで48件となっています。過去５年の

同時期と比較してみますと、令和元年度は26

件、平成30年度は33件、平成29年度は28件、

平成28年度は30件、平成27年度は20件であり、

数字的には本年度が高い割合となっています。 

 しかしながら、相談内容を見てみますと、

増加の原因が必ずしもコロナ禍における環境

変化によるものとは考えにくいのが正直なと

ころです。理由としては、相談のタイミング

がこの時期に重なったと捉えられる内容が多

かったことです。ただ、今後も、新型コロナ

ウイルス感染症が収束に向かわず、長期にわ

たる不要不急の自粛生活が続くことになれば、

どの年代においてもストレスはたまり、家庭

内トラブルに発展する可能性がありますので、

引き続き、関係機関や地域との連携を強化し、

見守りを充実させていきたいと考えています。 

 次に、具体的な支援の現状についてですが、

緊急事態宣言が発令された小・中学校の臨時

休校期間内にあっても、本市は関係者と情報

共有を図り、連携を密にしてきました。小・

中学校の先生方には、定期的な家庭訪問や電

話による見守りを強化していただき、早期対

応につなげるよう支援と協力をしていただき

ました。さらに、市内の一部のこども食堂で

も、支援の必要な家庭に食材を届ける「フー

ドパントリー」事業を実施してもらっていま

す。今後も関係機関や地域とつながり、支援

の充実に努め、虐待の未然防止に努めていき

たいと考えています。 

 次に、二点目の医療従事者や保育士等への

慰労支援についてお答えします。 

 まず、医療従事者への慰労支援については、

国の事業として、新型コロナウイルス感染症

対応従事者慰労金交付事業があります。これ

は、医療機関の医療従事者や職員が、新型コ

ロナウイルス感染症の拡大防止・収束に向け

てウイルスに立ち向かい、心身に負担がかか

る中、強い使命感を持って業務に従事してい

ることに対する支援策です。 

 主な事業内容としましては、新型コロナウ

イルス感染症患者１例目発生日または受入日

のいずれか早い日から６月30日までの間にお

いて、都道府県から重点医療機関、協力医療

機関としての役割を設定された医療機関等に

勤務し、患者と接する医療従事者や職員に対

し、慰労金として最大20万円が給付されるも

のです。給付額はそれぞれの医療機関等に応

じて20万円、10万円、５万円と金額が定めら

れ、対象期間に一定以上勤務した者が給付対

象となります。橋本市民病院は、実際に新型

コロナウイルス感染症患者に診療等を行って

いる医療機関であるため、給付額は一律20万

円となっており、この９月市議会定例会にお

いて予算提案しているところですが、該当す

る職員に対し、本年11月から給付を開始した

いと考えています。 

 次に、保育士等への慰労支援についてお答

えします。 

 ７月市議会臨時議会でご審議いただいた新

型コロナウイルス感染防止対策に係る保育所

等への備品類や、職員のかかり増し経費を対

象とした補助金は可決されましたが、民営園

の保育士等を対象とした、保育従事者への慰

労金の給付については、国の第二次補正予算

において支給対象となっていないことなどの

理由により、慰労支援については実施してい

ません。 
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○議長（土井裕美子君）２番 垣内さん、再

質問ありますか。 

 ２番 垣内さん。 

○２番（垣内憲一君）ありがとうございます。

再質問させていただきたいんですけども、コ

ロナ対策をしながら、支援が必要な家庭を見

守っていくには、これまでのやり方を変更す

ることもたくさんあると思います。ＤＶや児

童虐待、ネグレクトなど、見逃せない要保護

児童対策関係のケース会議などは、人数や条

件が制限される中でどのように行っているの

でしょうか。 

○議長（土井裕美子君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（吉田健司君）議員おただし

の要保護児童対策の会議については、非常に

大事な会議と私も認識しております。これに

ついてはコロナ禍であっても、４月を除いて

定期的に開催しておりました。この開催につ

きましては、会場を今までより広い場所に変

更して、座席も１人分の席を空けて３密を避

けるような状況にして、消毒も徹底して、換

気も配慮して、時間も長引かないような工夫

をさせていただいて、定期的な会議を行って

おります。 

○議長（土井裕美子君）２番 垣内さん。 

○２番（垣内憲一君）ありがとうございます。

先ほど答弁の中で、コロナ禍の時期において

児童虐待の相談件数が増えているものの、必

ずしもその原因がコロナによる影響ではない

ということはよく分かったんですけども、で

は、このコロナ禍であるからこそ、見守りや

支援を行う上で体制的に強化しようと考えて

いることはありますでしょうか。 

○議長（土井裕美子君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（吉田健司君）考えているこ

とは何点かありますけども、このことにつき

ましては市民の方々とか、関係機関からの相

談が今後も増加すると考えられます。本市で

は、社会福祉士、発達相談員等の専門職の増

員、妊娠早期からの切れ目のない支援の充実、

学校における支援の必要な家庭への早期発見

等を努めていきたいと考えております。 

○議長（土井裕美子君）２番 垣内さん。 

○２番（垣内憲一君）ありがとうございます。

分かりました。コロナの影響で見守りに支障

があったり、担当課が新たなコロナ対策の業

務に追われて、大事な見守りや支援ができな

かったということはないと捉えてよろしいで

すか。 

○議長（土井裕美子君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（吉田健司君）ないというこ

とで認識しております。 

○議長（土井裕美子君）２番 垣内さん。 

○２番（垣内憲一君）ありがとうございます。

このコロナ禍の状況下においても、気持ちを

緩めず、支援を必要とする子育て家庭にサポ

ートや温かい目を向けていただいていること

に本当に感謝申し上げます。ありがとうござ

います。 

 次に、医療従事者や保育士等への支援につ

いてお聞きしたいんですけども、さきの５月

28日閣議決定された第二次補正予算案におい

て、介護、障がい福祉、救護施設等の全職員

に、新型コロナウイルス感染リスクの中で接

触を伴うサービスを行っていることに対し、

社会維持の必要不可欠な仕事として慰労金支

給が予算化されました。しかし、保育所など

児童福祉施設は、慰労金の対象外とされまし

た。これを受けて、全国保育協議会など様々

な団体が、コロナ禍に対して保健所、児童福

祉施設への慰労金支給を求める緊急要望を国

に提出しています。橋本市は、このような要

望のアクションは起こしていますでしょうか。 

○議長（土井裕美子君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（吉田健司君）起こしており

ます。例えば、近畿地方の福祉事務所長で構
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成されています近畿ブロック都市福祉事務所

長連絡協議会ってあるんですけども、その中

で、橋本市福祉事務所長、健康福祉部長が兼

務ですけども、新型コロナウイルス下におい

て保育を継続して担っている保育士等を慰労

金の支給対象としてくださいということで、

要望書を提出しております。これにつきまし

て優先順位もあると思うんですけども、事務

局で取りまとめていただいて、11月頃に厚生

労働省のほうに要望していく予定となってお

ります。 

○議長（土井裕美子君）２番 垣内さん。 

○２番（垣内憲一君）ありがとうございます。

先ほど本市は保育士へ慰労支援は実施しない

との答弁がありましたが、インターネットを

検索すると、新型コロナウイルス感染症対策

に追われる子育ての分野で働く職員を対象に、

自治体各自で慰労金を創設するというところ

が出てきています。 

 例えば、茨城県ひたちなか市では、認可保

育所や学童保育の職員に３万円を支給する方

針であり、また、岡山県倉敷市は、市内の保

育士を対象に１人最大５万円の慰労金を独自

に給付していくというのを公開されています。

橋本市においては、財政が厳しいのは重々分

かっておるんですけども、このような独自の

慰労金支援については検討されていますでし

ょうか。 

○議長（土井裕美子君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（吉田健司君）健康福祉部の

内部、特にこども課を中心に検討はさせてい

ただきました。その中で、検討はしたんです

けども、先ほど答弁でも言いましたように、

国の第二次補正予算で子育て分野が慰労金の

対象外となったことのほかに、市内部で対象

分野の整合性が図れないこともありましたの

で、今回、検討はさせていただきましたけど

も、採択はされなかったということです。 

 この整合性が図れないという部分ですけど

も、私、部長であり、健康福祉部ではいろい

ろな分野の方、専門職の方が、市民の方と直

接、接したり、訪問に行っております。こど

も園、保育所だけでなしに、いろいろな分野

の方がおられまして、その方らも対象外にな

っておりますので、その辺で整合が取れなか

ったというふうに認識しております。 

○議長（土井裕美子君）２番 垣内さん。 

○２番（垣内憲一君）ありがとうございます。

今、部長がおっしゃられたみたいに、いろん

な方が除外されているということで分かって

おるんですけども、政府による慰労金の対象

から外された児童福祉関係者の落胆は大きか

ったというのを聞いています。理由を聞いて

思うんですが、国の第二次予算案の対象とな

っていないからこそ、本市独自で応援してい

こうという考え方はなかったんでしょうかと

いうことで、金額の問題とかではなく、橋本

市として、子育て分野で頑張ってくれている

人たちに少しでも目を向けてほしかったと思

うのが、いかがなものでしょうか。 

○議長（土井裕美子君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（吉田健司君）先ほどと答弁

が同じになるかも分かりませんけども、保育

士に慰労金を出すことになれば、学童とかほ

かの分野の子育ての分野もありますので、な

かなかそこの整合性も取れないということで

ここだけを市独自で支援していくというのは

なかなか難しいという判断をさせていただき

ました。 

○議長（土井裕美子君）２番 垣内さん。 

○２番（垣内憲一君）すいません、ちょっと

これ、新聞記事、皆さんに配付していただい

たものを見ていただきたいんですけども、こ

ども園の理事長さんが新聞で、これ、５月の

福祉新聞に掲載されていたものなんですけど

も、「不死身とちゃうで」というタイトルで始
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まりまして、赤線を引いてあるところを見て

いくと、「緊急アピール。保育現場の実情をぜ

ひ伝えてください。吹き抜けの園舎内で、保

育士の皆さんは不死身とちゃうで、生身の人

間や、縮小したらあかん？？乳幼児がかかっ

たらどうすんねん。保育士の苦悩。医療従事

者の皆さんに感謝の声が集まっている。でも、

同じように保育士も感染リスクの中で子ども

たちを育んでいる。保育士のほの字も出てこ

ない。保育現場にはメディアも全く理解がな

い。換気もしていますが、子どもたちと密集

し、１日中、濃厚接触しながら保育していま

す。医療や消防士のように防護服を着るわけ

にもいきません。二重マスクをして窒息しそ

うになりながら、遊んだり走ったり。なぜ私

たちの仕事が、今、危険な場所だという疑問

が誰も湧かないのでしょうか」ということで

掲載されているんですけども。 

 その中で次の質問に当たるんですけど、国

の緊急事態宣言以降、小・中学校への臨時休

業要請が出されましたが、社会を支える基盤

の一つとして、保育所等には断続要請がなさ

れました。知人の保育士の話では、「４月当初

は衛生剤の確保も十分でない中、感染予防対

策を徹底し保育に入っていました。橋本市か

ら登園自粛の要請が出されても、子育て中の

医師や看護師などの保育が必要な子どもを受

け入れましたが、保育においては３密を避け

ることなど、現実として困難です」とおっし

ゃっていました。 

 庁内で整合を図ることは大事なことだとは

思うんですけども、緊急事態宣言発令後も小

さい子どもがいる医師や看護師は、仕事を休

むことができませんでした。言い換えてみる

と、登園自粛要請期間であっても、保育所や

こども園で子どもを預からないと、子どもが

いる医療従事者の多い医療機関は回らないこ

とになりますよね。担当課から実際に提案が

あったのなら、そういう意味でも保育士から

順番にその労をねぎらう気持ちで示してほし

かったと思います。その点についてどう思い

ますでしょうか。 

○議長（土井裕美子君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（吉田健司君）保育園、幼稚

園、こども園、それから学童については、コ

ロナ禍においても非常に頑張っていただいた

という思いは非常にありまして、本当に感謝

しております。慰労金の支給としては、予算

要求には至りませんでしたけども、今後もコ

ロナウイルスについてはまだまだこれから大

事な時期がありますので、各園とはいろいろ

な協力、連携をしながら、職員のケアについ

ても、こども課を中心にケアに努めていきた

いと考えております。 

○議長（土井裕美子君）２番 垣内さん。 

○２番（垣内憲一君）ありがとうございます。 

 最後の質問なんですけども、コロナ禍にお

いて第一線の医療従事者の方々はもちろんで

すが、保育園やこども園において、感染予防

対策を図りながら保育士や幼稚園教諭、調理

員の皆さんは相当な気を遣って、子どもたち

を預かってくれています。さきの臨時議会で

予算審議された案件以外で、本市はどのよう

な支援を各園に提供しているのか、現状をお

聞かせください。 

○議長（土井裕美子君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（吉田健司君）先ほどの慰労

金についてはしておりませんけども、備品等

の支援ということで、各施設に50万円を限度

として支給をしております。これについては、

空気清浄機等のそういうような感性予防対策

の備品に使っていただきたいということで、

支給決定をさせていただいています。 

 こども課には、各園からの様々な相談が寄

せられております。公立、公設民営、私立を

問わず、連携は常に図っています。３密など
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で対応できない部分もあるんですけども、保

護者対応を含めて、こども課でサポートでき

るところは可能な限り行っています。 

 月１回、園長会も開いております。各園の

問題点や困っていることを話し合い、情報共

有に努めています。また、夏祭りや秋の運動

会などの催しや開催等につきましては、保護

者の方々にも協力を頂いて、人数や時間制限

などを行いつつ、コロナ禍においても感染防

止対策を図りながら、今できる最大のことに

ついて協議、助言をさせていただいて、開催

もさせていただいているところです。 

 感染防止対策の補助金やコロナ関連の情報

提供については、速やかに行っていきます。

登園自粛要請期間の終了後も、全ての園で危

機感を持って注意喚起しながら、園の運営サ

ポートをしていきたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（土井裕美子君）２番 垣内さん。 

○２番（垣内憲一君）ありがとうございます。 

 今後、第２波がどんなレベルで押し寄せて

くるか、依然として警戒は続きます。地域で

感染が急激に広がる危機的な状況下にあって

も、保育園やこども園の先生方は、保育が必

要な家庭の子どもを受け入れ続けるなど、社

会維持と生命を守る人たちのために体を張っ

てくれています。保護者からはいろんな声が

寄せられるときもありますが、これから行政

として、各園のバックアップは続けていただ

きたいと思います。 

 私からのお願いですが、今後、少しでも可

能性があるんでしたら、保育従事者に向けた

慰労支援を検討していただければうれしいと

思いますので、よろしくお願いします。 

 私からの質問は以上です。ありがとうござ

います。 

○議長（土井裕美子君）２番 垣内さんの一

般質問は終わりました。 

                     

○議長（土井裕美子君）これにて一般質問を

終結いたします。 

 以上で本日の日程は終わりました。 

 お諮りいたします。 

 明９月９日は休会とし、９月10日午前９時

30分から会議を開くことにいたしたいと思い

ます。これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）ご異議なしと認めま

す。 

 よってそのように決しました。 

 本日はこれにて散会いたします。お疲れさ

までございました。 

（午後２時26分 散会） 

      

 


